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みんなω地質調査伽

湖底権積物をしらべ為

��

採泥

採泥器第47図は2つの型の採泥捲をしめていま

す.1つは真ちゅう製のエクマンバｰジ採泥器でつ

かみとり式です.他の1び)は鉄製の円筒形採泥欝で底

曳式です.前者はある地点の堆積物のある一定面積の

範囲をそのままの形でつかみとってきます.底棲動物

の定量的研究あるいは堆積物の表面部の観察をするの

に欠かせないものです.残念なことに泥底には十分有

効ですが砂礫底あるいは大きな貝のいるようなところ

ではあまり役に立ちません.いっぽう操泥管はどこ

でもつかえますが定量的研究や堆積状態そのままの形

の観察が不可能です.かつ底曳のためにある水平距離

の間の堆積物が得られることになリます.しかし両方

とも片手ないしせいぜい両手で持てる位の重量なので

ウインチを使わずに操作ができまた小型の船でも楽に

つかうことができます.第48図は別の型の採泥器で着

底すると同時にばねがはずれて底質をつかんでくるもの

です.ほかにも各種の採泥器がありますが以下前

2者について簡単にのべることにします.

第49図は採泥管を船首から水中に投入するところ第

50図は着底後それをひきずりながら船尾にひきあげる

作業です.投入する場合にロｰプP二端を船上qξ二

かに結んでおかないと採泥管をおとしてしまうという

危険があります.船の長さにもよりますが!0t程度

の船の場合恒は水深7～8m虫では船首から船昆まで歩

くだけでだいたい採泥できますがそれ以上の深さにな

ると船自体を動かす必要があるようです｡砂底泥底

水野篤行

をとわず大鎧〆峨料を得るのに適してい談す昔

第引一5嬉鰯はエクマンバｰジ採泥欝による一連グ)採泥

作業をヵ孔ています.口を開いた状態で水中に入れ線

かに瀦直は積底させます.着底後にワイヤｰを通じて

上からメッセンジャｰを落下させ口をしめてから引凄

上げ凄す｡第5噸はワイヤｰだけで恥･てい塞すが

細いワイヤｰはとかくキンク(ねじれ節ができること)

しやすくそこから切れるおそれがあるので第52図のよ

うに補助回一プ(1端を船上にくくりつけて採泥器をお

とす危険のないようにする)を横につけ(メッセンジ

ャｰの関係でワイヤｰの代わりに太いロｰプをつカ)う

ことが不可能)採泥器の上げ下しはロｰプに頼りワ

イヤｰはメッセンジャｰを落すことだけに用いるのがよ

いでしょう.砂礫底ではほとんど堆積物が上ってこな

いこともありますがやわらかい泥底の場合にはうま

く行くと採泥器の高さの分だけ泥がつかまれてくること

があリます.垂直に着底させかつ着底してから一回

少し引き上げてさらに垂直に勢いよく落すようにするの

がコツのようです.重直に落すためには舟を定位置に

しっかりと固定させるのが大切です.

堆積物をそのままの状態で観察するためには採泥器

の口をあける時に両方の口を全く同時にかつゆっくりと

あけながら堆積物がそのまますっぽりとバケツのなかに

落ちるようにすることが必要です.このようにすると

第55･56図に示すような泥の表面(=湖底面)での生物

の棲息状況や堆積状態をまた第1図(138号参照)に

第4脳一旦独村式探泥辮'第48図一2出村式採泥海=着底と同時ピ品…

1幸1助的に閉じるとくに砂底に適

しているようである�
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示したような湖底面下でのそれらを確実に観察すること

が可能となります.また必要に応じて層別にわけて泥

をサンプリングすることもできます.

測定と観察サンプリングの前に必要な測定

･観察をしなければならないことはもちろんです.

第49図採泥する時は船首からできるだけ遠くへ擦溌管を投入する

まずただちに棒温度計を泥にさしこんで泥温を測定

します.けい帯用のPHメｰタ･Ehメｰタがもしあ

れば電極を泥にさしこんでそれぞれ閥･珊hのデｰ

タをとっておくとよいと思います(現地実験室でやって

もよいがポリ袋に試料をいれる時には変化の可能性があ

るのでできれば採泥時にやるとよい.ただメｰタ

第50図操泥管の底曳

覇鮒

策5工図エクマンバｰジ採泥器を水中に

却落鰯一

第52図補助ロｰブを使って採泥器を水中

におろす

第δ獺

メッ妓ンジャ}をおとしてから

採泥器を引き上げる

第54図採泥畿の濠を闘いて衣かの底泥をポリバケツにう

つす

第55図エクマンバｰジ採泥器で引き上げられた底泥の表圃(湖塵

面)図の中央下部にご枚貝の生体が棲息している状態のま

事でみられる

第5脳図の中央左から上部に二枚貝の死殻と細い商状の環虫類がみられ希�
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をこわさないように注意が必要).におい(硫化水素臭

･腐泥臭の有無｡強弱)に気をつけ色の記載をかなら

ずしなければなりません.色に関しては表面(湖底

面)の色と下部の色との両方を記録しておきます.褐

色をおびた酸化鰯が表面にある時にはその厚さもはかっ

ておきます.なお色は同一水域内で場所によって表

現しきれない程度の微妙彼変化をすることがあ!〕ます.

したがって理想をいえばはじめは少し時間がかかって

も色名帖で亀あわせをやっておくのがよいでしぷう｡

そのほか肉眼あるい憾ルｰべによって粒度1淘汰

の程度1粒⑳門磨鹿1鉱物の纏類を観察し潰す.これ

らはあ&で実験室で粒度分析1双眼顕微鏡などの観察を

おこな克は当然遣確な結果がでるわけですからそれほ

ど時間をかけてやる紀抽よばないごをです昔浪花し襟

まじりの砂などの揚含には採泥器からあげられ免そのま

まの状態でじめぶんぽ粒の大蜜窓を量的関係を記録し

ておくことが必要です由人工的な堆積物恕とえは石

炭ガラなどが凄じっている場合にはそのことも記載し

ておかなければなり襲せん｡

泥の観察がおわったのちに生物の観察にかかります.

前にも述べたようぽ皿クマ!バｰジ採泥器は大型生物

の生態観察の花めにはもっとも好都合です方その凄襲

の形で静かにとり出され花立方体の底泥ぽついて講ず

表面(湖底面)にちら1わている生物(おもに興の遺

骸)の種類1逮1ちらばりかたを記録次に立方体の一

部を垂直に乱さないように書りとってその断簡(第奄

図)を観察します､この際採泥籍申虹泥&一緒に入

っている水をあらかじめ流し出しておかないとうまく

断面がきれ凄せん｡ζのようにすると泥中紀もぐっ

て生活している内横型の貝類や環虫類(多霜類1貧毛

類)の有無および多少生活のしか杷あるいは遺骸の

はいりかたを観察することができ凄す,貝類のなかぽ

は完全にもぐらず後端を表面(湖底面)の上に突出して

斜めに入っているのもいます(第55図).これはもちろ

ん眺め花だけでわかり漢すが詳しい観察は断颪をき沿

てから後の方がよいと思い護す(さ蜜に別張り崩す&泥

の上部が乱されるおそれがある).

サンプリングふつうのサンプル袋としては厚

目でなるべく長いポリエチレン袋がもっとも適当でしょ

う.少なくとも長さ40-50cm･幅15-20cm以上あった

方が好都合です.いろいろな処理(たとえば有孔

虫1珪藻1粘土鉱物1粒度分析1化学分析など)をする

場合には船上ではじめから袋をわけてお慈それぞれ

に肌一A3ト遭一…などの記号(3王は測点番号A-B

･･は種類別記号)をつけて発送する場合にもそれぞ

れを蜜&めるようにすると帰ってからあとの手間がは

ぶけて便利です廿層別の採取をしない時には泥をよく

バケツのなかで濠ぜ含わせた後ポリ錠におしこみます

(第5禰)鍵はそれぞれ婁箆艦にするのが無難です｡

有乳虫用のもの紀は茅幻脚聖ンの獲%溶液を入れて

おきます咀この溶液はフォルマリンδ1水(湖水でよ

い)9肋割合でよく蜜ぜ含せそれに中和剤として重曹

を入れてお慧婁す､筆者はフォルマリンと重曹は船上

にそのま蜜もちこみ別に用意したポリビン中の§%溶

準がなくなるたぴに新しくつくることにしています.

なお有孔虫用サンプルの場合もし現堆積繭での生体1

麓骸の分布1鐙的関係を調べる員的ならば表面近く(湖

癌廊下せいぜい㍑搬程度)化けを金部サンプリングし

襲す利生体だけを閥魑にする揚含紀は上下よくかき

黛ぜ淀漉の㎞部をサンプリングしても恋しつかえありま

せん昔しかし厳密な定量研究をするためにはこの揚含

でも上記のよう紀サンプリングしなければな1)壊せん｡

綿5?図サンヅル嬢への泥のうっしかえ

犬製嬢擦動物は員でみえるかぎり金部もって帰

り襲す咄この淀めはは船上で直ち1㍍～3獺搬程度

のふるいでふか)でふるい上に残ったもの(鶴59團)

をすべてサンプジング(ζの揚含ははポリ鏑ぶりもガラ

ス凌たはポリエチレンの広ロビンの方がよい)します.

この場合同定できるものについてはすべて同定しまた数

をかぞえておき嘆ず｡あ仙'はバケツのなかの泥を手

でかき護わし率ざわりで生物と思われるものを嚢わり

の泥と一緒紀ポリ鋼ζいれ畿すいずれにしる遺骸

芯はの場合は別おして§茄胃が脚饗ン潜滋をビン凄

第鵜鰯フ孝沙常リンと滋欝

第鵠図ふ肌･の上に残った貝殻

(大部分は死殻)�
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たはポリ袋にいれておかなけれぱなりません.大型生ってはある程度の正確さをぎせいにしても多くの試料

物(とくに貝類)の場合にも有孔虫の場合と同じく現を分析した方がより効果的な場合があります.また分

堆積面での生体･遺骸の量的関係を調べるためには一折目的をじゅうぶんに考えて比較値を求めることによ

定面積の表泥部を中心としてサンプリングする必要があって目的が達成するならば困難な絶対値の分析を無理

ります(とくに遺骸について).なおとくに生物のにしなくてもよいことがあります.このことは現地実

定量的研究の場合には1測点で数回以上採泥し(たと験室での分析項目やその分析法を選定する時に調査規模

えば4回･5回というように全測点を通じて回数を一定と共にじゅうぶんに考えなけれぱなりません.

にしておくとよい)その結果の平均値をもとめる必要ここで述べる分析項目は塩素イオン(C卜)アル

があります.カリ度酸度二価鉄イオン(Fe2+)三価の鉄イオン

(Fe3+)燐(P)アンモニウムイオン(NH･十)亜硝

現地実験室における水質分析

酸イオン(NO･■)硝酸イオン(N03一)硫化水素(H･S)

牧窺一過マンガン酸カリウム消費量溶存酸素(diss02)で

水の分析にかぎらず化学分析のときにはその目的に塩素イオン以外はすぐに変化しやすい成分ばかりです.

よって最も適当な分析法を選ばなければなりません.これらの成分の分析法は多くの市販の分析書(最後の

とくに現地実験室での分析は設備も不じゅうぶんであ文献参照)や当所化学課資料に詳細に説明してあるので

リまた場合によっては分析経験のない人にも分担して暗させていただきここでは分析にあたってとくに注意

もらわなければならない場合があるので正確で簡単なしなければならない点を述べることにしました.また

分析が望ましいのですが正確な分析法は一般に複雑で分析に必要な器具･薬品は分析項目別に第3表にまと

熟練が必要なことが多いのです.しかし分析目的によめました.

第5義現地実験室にお1ナる水質分析に準備する器具･試薬･その他(試薬の量は50試料分析の場合の標準)

分析項目

塩素イオン(C11)

アルカリ度

Mアルカリ度

(重炭酸イオンHCOg')

Pアルカリ度

(炭酸イオンCO董一)

酸度

P酸度

(遊離炭酸freeC02)

鉄二価鉄イオン(Fe2+)

(第一鉄)

三価の鉄イオン(Fe}→)

燐(P)

アンモニウムイオン(N肌十)

亜硝酸イオン(N02`)

硝酸イオン(N0』･)

硫化水素(H2S)

器具

50m1ヒュｰレット(褐)1

300m1ビｰカｰ1

50m1ヒュｰレット

300m1ビrカｰ

Mアルカリリ度ヒュｰレット使用

300m1ビｰカｰ1

(1m1ミクロヒュｰレット

･メスピペット)

10m1ヒュｰレット1

300m1ビｰカｰ1

(1m1メスピペット)

比色計簡易デボスク式又は光電

比色計

ウクナ比色管又は

25m1メスフラスコ10

比色管又は試験管ユ0本

比色計(鉄の比色計使用)

1m1メスヒ｡ベット

,比色計鉄のもの使用

■比色管又は試験管

一100m1共桂付三角フラスコユ0

ガラス口過器2

≡比色計比色管は亜硝酸と同じ

1…共鮒三角フラスコ･

I口過器

標準量試薬

10弛クロム酸カリウム100ml

一

τσ硝酸銀標準液100ml

一

一"500m1

�

メチルレッド混合指示薬100ml

一

亜硫酸標準液500m1

フェノｰルフタレン混合指示薬100m1

標準液Mアルカリ度と同じ

掲示薬Pアルカリ度と同じ

器水酸化ナllウム標準液･…1

塩酸ヒドロキシルアミン溶液(10形)ユ00m1

緩衝液(酢酸十酢酸ナトリウム)250m1

第一鉄標準液100m1

0一フェテンスロリン溶液250m1

モリブデン酸アンモニウム硫酸混液100m1

塩化第一スズ溶液100m1

燐標準液

ネスラｰ試薬100m1

ロッシェル塩509

アンモニウム標準液100ml

G.R.試薬259

アルコｰル(99.5%)100m1

亜硝酸イオン標準液

アンモニア水250m1

硫酸マンガン溶液100m1

亜鉛末1009r

改良Griss試薬250m1

硝酸イオン標準液100m1

酢酸(20弛1形)250m1

1酢酸ナトリウム(20%)250m1

その他

指示薬用スポイト3

スポイト5

ホｰノレヒ｡ベット

ユ00m11

���

㈰��

ユ0m11

��

口紙5B100枚

ガラス棒5

スプｰン2

上皿天秤1

蒸溜水

イオン交換樹脂

蒸留器1

洗樵ビン2

(ポリ製)

レッテル100枚

マジック黒赤

ビｰカｰ流1

雑布2

ノ}ト1

分析手帳1

ナイフ1

卜/鍵鵠製�
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下

1晶沃素標準液

過マンガン酸カリウム消費量300m1三角フラスコ

酸性酸化法湯セン

電熱器

アルカリ性酸化法

溶存酸素(diss02)

ウィンクラｰ法

オｰレの改良法

溶存酸素追出法

300m1三角フラスコ湯セン

(酸性法と同じもの使用)

酸素ピン50本

1m1メスピペット2本

5m1スポイト

50m1ヒユ□レット

(硫化水素のもの使用)

酸素ビン100本

(ウィンクラｰ法の2倍)

50m1ビュロレット

(硫化水素のもの使用)

溶存ガス追出器一式

ガス補集管

≡N

5σチオ硫酸ナトリウム標準液

澱粉液(1%)100m1

炭酸カトニウム乳液1000m1

塩酸(25%)500m1

硫酸(1+3)500ml

一

8d過マンガン酸カリウム標準液1000m1

:島シュｰ酸ナllウム標準液･…1

一硫酸(1+3)500m1

;昔過マンガン酸カ1ウム標準液(雛法と同

■じ)

1硫酸マンガン溶液･…ml

'水酸化ナトリウム液(25%)100m1

!硫酸第一鉄アンモニウム標準液1000m1

■硫酸マンガン溶液(40%)100m1

アルカリ性沃化カリウム液100m1

=塩酸(1+1)500m1

�

;'･σチ揃酸ナトリウム標準液(硫化7糠の牟

1の使用)

1澱粉液(硫化水素のもの使用)

1沃素酸試薬

,アルカリ性沃化カリウム液

1硫酸マンガン溶液塩酸ウィンクラｰ法と同

じ

一

l-50一チオ硫酸ナトリウム標準液(硫イ蛛素のも

;の使用)

.澱粉液(硫化水素のもの使用)

塩酸100m1

水酸化ナトリウム溶液(30形)2500m1

大理石粒5g×50

ピロガロｰル溶液(22%)250m1

塩謙イ堵ン(亙C一)

湖沼水の塩素は環境規定の基礎となるもので海水の

影響を塩素量で規定しています.海水の影響の外には

温泉水化石水汚染風送塩などの影響も考えられま

す.

分析モｰル法が使用されています.クロム酸

カリウムを指示薬として硝酸銀標準液で滴定･定量し

ます.塩素イオンが10mg/Z以下の場合にはチオシ

アン酸水銀による比色法①⑥がより正確です.

備考

①本法(モｰル法)は臭素沃素の各イオンも同時

に測定されるのでこれらを補正する必要があり

ますが塩素イオンが少ない場合(1000mg/以

下)では両イオ1/は少ないので補正する必要は

ありません.

②硫化水素が存在する場合には煮沸して追出してか

ら測定します.またPH5～9の範囲外にある

場合には重曹O.1%硫酸で調節し中和してか

ら測定します.

③塩素イオンが多い場合には蒸溜水で充分希釈し

よく撹幹して沈殿カミかたまらないようにしないと

塩素イオン洪沈殿にとりこまれて過少の値となり

ます.

アルカリ度

水中にあるアノレカリを強酸で一定のPHまでにするの

に必要な酸の当量数をアルカリ度といい厳癌にはその

値を明記しなければなりませんが普通指示薬名の頭字

をつけてMアルカリ度(PH48)･Pアルカリ度(PH

8.4)と表示します.またガス付随水･温泉水では慣

例としてアルカリの原因を炭酸物質だげとしてMアルカ

リ度を重炭酸イオン(HC03i)とPアノレカリ度を炭酸イ

オン(C023■)と表示する場合があります.この表示

は明らかに誤でありますがその意味をじゅうぶんに理

解して分析法を明記しておけば差支えないと思います.

正確な重炭酸イオン･炭酸イオン･遊離炭酸の分析は全

溶存炭酸を測定②⑤⑥⑨してpHと温度から算出します

がこの分析は多少熟練を要します.筆者は数多く両方

の分析法による結果を比較しましたが経験が少ない場

合は適に全炭酸の分析値に誤Pの多い場合がありアノレ�
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カリ度･酸度で炭酸塩を代表させることができます.

Mアルカリ度(重炭酸イオンHC03一)

アルカリ度は生物や有機物の生化学作用によって大き

く影響しまた堆積岩と密接な関係があります.重炭

酸イオンとしては炭酸イオン･遊離炭酸と関連して考

察しなければなりません.

分析①④⑨メチルレッド混合指示薬を加え硫酸標準

液で滴定測定します.

備考

①検水にフェノｰル混合指示薬を加え紫色となった

らPアルカリ度を紫色にならない時は酸度を測

定します.

②Pアルカリ度がある場合重炭酸イオンとして表

示する時はPアルカリ度を差引かなければなリ

ません.

正アルカリ度(炭酸イオンC023一)

分析フェノｰノレフタレン混合指示薬を加え紫

色を呈する時は炭酸塩か水酸化物が存在するので硫酸標

準液で滴定します.

備考普通この滴定量は少ないので1mZ以下

の場合はミクロヒュｰレットか1mZメスピペット

を使用すると正確な量が測定でききます.

酸度〔疋酸度(遊離炭酸freeCO･)〕

酸度は中性に近い水では遊離炭酸カミ最大の因子である

のでこの遊離炭酸の推定に利用されています.

分析フェノｰルフタレン混合指示薬を加え水

酸化ナトリウム標準液で滴定します.

備考

①鉄イオンなどのため標準液を入れて濁った場合に

は測定値は過大となり測定はできません.

第60図一1滴定分析(C1一炭酸塩類H2S

KM皿04消費量)

分析瀦〆ジビリジル法⑥⑱やトプこ､ニナン別コ

リン法①⑥による比色法が使用されています.当所

の化学課資料によると両法を比較検討の結果後者の方

法がよい結果を示しております.ここでは後者のO一

フェテンスロリン法について述べます.

三鉄の鉄は検水に塩酸ヒドロキシルアミンを加え

三価の鉄を二価鉄に還元してからO一フェテンスロリ

ン液と緩衝液(酢酸十酢酸ナトリウム)を入れて発色し

た色を鉄の標準液と比色定量します.この価から二価

鉄イオンを差引いた価が三価の鉄イオンとなります.

二価鉄イオンは塩酸ヒドロキシルアミンを加えかいで

他は三価の鉄の分析と同様にして比色定量します.

備考

⑪二価鉄の場合は大気にできるだけ接触しないよう

にし検水･試薬はフラスコの底から静かに入れ

ます.

②試薬は特級品でないと微量の鉄カミ存在する場合が

あるので試薬調製後は空試験をする必要があり

ます.

③簡単デボスク比色計で比色する場合標準液を発

第60図一2

ヒュｰレットに滴定液をそそぐ

第61図比色分析(PNOゴN081

䙥㈫䙥末�
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どの溶存塩の多い場合には水酸化ナトリウム

(30%)と炭酸ナトリウムの(25%)溶液を各

1mZを加え一夜放置後上澄液を取って比色試料

にします⑧.

②アンモニウムイオンが多量の場合また着色水

硫化水素の多い場合には空気追出法②⑤⑨カミ使用

されています.

亜硝酸イオン(NO｡■)

分析C④⑥検水にGriss,Remiji試薬を加え発色

した色を亜硝酸標準液と比色定量します.

備考亜硝酸イオ1■0.2mg"以上の場合はアノレ

コｰノレを加えてアゾ色素の析出を防ぎます.

第62図現地分析器具の一部(N撒一の分析)

色させた色は比較的安定であるので数回使用する

ことができます.

燐(P)

湖水の燐は岩石や有機物からきた燐酸塩でPHによ

って色々の形をとっているので普通イオンで表示せず

にpとして表示します｡

分析①④⑥検水にモリブデン酸アンモニウム硫酸混

液を加え次に塩化第一スズ溶液を加えて発色した色を

燐標準液と比色定量します.

備考

⑪汚水･有機物によって着色しやすいので特に器具

手などを良く洗糠しておきます.

②塩化第一スズ溶液は少し多いとにごりりますから

半滴ぐらいが適当です.半滴は硝子棒の先を丸

くしてこれを塩化第一スズ溶液につけ比色管の

壁につけて振るか細い硝子管に溶液を入れ溶液

カミ滴†する前に地色管の壁につけて振るお適量恥

入ります｡

硝酸イ者ン(NOI･)

アンモζウムイオン亜硝酸硝酸は主として有機物

に由来するもので酸化還元状態によって微生物の

作用と化学作用により相互に変化します.これによっ

て酸化還元の環境を知ることができます.

分析①検水に硫酸マンガン溶液と亜鉛によって亜

硝酸に還元しガラス口過器で口過し口液に改良Griss

試薬を入れて発色した色を比色定量します.この価か

ら亜硝酸イオンの価を差引いて硝酸イオンとします.

備考

⑪硝酸イオンの分析法はデフェニルアミン法アニ

リン法などありますがよい方法がありません.

当所で検討の結果meddeton法カミ最もよい結果

を示しました.

口過の場合に口紙を使用すると口紙から硝酸を溶

出することがあるので必ず硝子口過器を使用しま

す.

原理的には亜硝酸標準液で比色してもよいことに

なりますが試薬の影響などがあるので硝酸標

準液を同様彼操作をして発色させて使用し凌す､

アン繋叢ゆ菰イ諸ン(獺蕊戸)

水の申のアン発ユウムイオンは有機物の分解をくに蛋

白質の分解によってでき蜜すしたがって有機物の分解

作用の度合･汚染の度合を知るの紀よい指示成分です｡

このイオンは次の硝酸イオン蕊硝酸イオンと一連の

関係のある成分です.

分析竈竃検水にネスラｰ試薬を加え発色した色を

アンモぶウム標準液と施亀定盤します､

備考

①鉄イオンなどが存在する場合には熊ツジ孤ル塩を

くれ凄す､戦ガルシクムマグネシウム松

硫化水謙(勘簿)

湖水の底層水は還元状態の場合が多く硫酸還元バク

テリアなどの微生物の作用によって硫化水素が生成され

畿す｡多量の硫化水素が存在する場合はあらゆる成

分の分析に影響を与えるので淫意しなければなり巌せん.

分耕⑧③検水に炭酸カトニウム乳液をカ脱硫化

カドζウムの沈殿をつくりこの沈殿に一定の沃素標準

液と塩酸を加克て過剰の沃素をチオ硝酸ナトリウム標

準液で適窟して定鐙し湊す曲

傭誇

Φ窯試験を行なって補正する鶉�
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②殿粉は夏期には腐敗しやすいので防腐剤(安臭香

酸キシ回一ノレグロロホルムなど)を入れるか

時々作り変えるとよい.

③沃度滴定は冷却して滴定しないと色がもどりやす

いので夏期は水で冷却するとよい.

過マンガン酸カリウム消費盤

水中の有機物の量の尺度として考えられているが実

際は化学的酸素消費量をいっているので有機物以外の

二価鉄マンガン硫化物などの影響があることを知っ

ておかなければなりません.

分析①⑥⑧検水が塩素イオン300mg/Z以下の場

合は硫酸酸性で一定量の過マンガン酸カリウム標準液を

加え一定時間加熱した後一定量のシュ酸ナトリウム

標準液を加え残ったシュ酸ナトリウム液を過マンガン

酸ナトリウム標準液で滴定して測定します.

塩素イオンが300mg/Z以上の場合にはアルカリ性で

一定量の過マンガン酸カリウム標準液を加え一定時間

加熱してから酸性にし硫酸マンガン溶液を加え第一鉄

アンモニウム標準液を一定量加えて過マンガン酸カリ

ウム標準液で滴定します.

備考

⑩この分析は分析条件を常に一定にしてやることが

必要です.この分析の絶対値は分析法によって

変化しますので比較値に意味があると考えられ

ます.

②滴定した過マンガン酸カリウム標準準の潤定量が

先に加えた量の半分以上になるように検水と標準

液の調整が必要ですすなわち半分以下の場合は

検水を半分にするか標準液を倍加えます.

溶存酸素(di醐0｡)

湖水の酸化還元の環境を示すばかりでなく化学反

赤生化学反応を大きく左右するので欠くことのでき

ない重要な測定項目です.

分析非常に色々の分析法があり各々特長がありま

すウィンクラｰ法9軍⑥改良ウィンクラｰ法としてオ

ｰレの方法⑦アノレステルベルク法⑥柴田ミラの変法⑩

JIS工業用水試験法⑧溶存ガス追出法⑤⑨などがあり

ます.ウィンクラｰ法以外は有機物硫化水素二価

鉄などのある場合に使用されます.ここではウィンク

ラｰ法とオｰレの改良法について述べます.

ウィンクラｰ法①④検水を酸素ビン･に取り硫酸

マンガン溶液とアルカリ性沃化カリウム溶液を入れ生

じた沈殿を塩酸に溶解し殿粉を指示薬としてチオ硫酸

ナトリウム標準液で滴定して算出します.

オｰレの改良ウィンクラｰ法⑦検水を二本の酸

鍬63図溶存ガス分

析器(溶

存酸素の分

析)

素ビンに入れ沃素

試験を加えます.

一つのビン④にはウ

ィンクラｰ法と同様

に操作しチオ硫酸ナ

トリウム標準液で滴

定します.他のビ

ン⑮には硫酸マンガ

ン溶液を加えずそ

の量だけ塩酸を加え

チオ硫酸ナトリウム

で滴定します.滴定値の各々をabとすると酸素のa

-bが滴定値となります.

備考

①酸素ビンに試料を注入する時は注射器でゴム管は

ビンの底につけできるだけ空気にふれないよう

一に注意し1回は捨てて2回目を入れます｡試

薬を加えて栓をしたら転倒して気泡のないことを

たしかめます.気泡がある場合は初めからやり

なおします.

②オｰレの改良法はABの操作を平行して行な

います.(文献⑦の初版には試薬量の訂正個所

があります)

③筆者は溶存ガス追出法をすいせんします.ただ

多少経験を必要としますが致回練習すればでき

ます.この方法は追出したガスの中の酸素をピ

ロガロｰルで吸収させ測定しますがその残りの

ガスをガス補集管に取り持帰るとガスクロマトグ

ラフによってメタン(CH･)窯素(N2)アルゴ

ン(Ar)などのガスを分析することができます.

この方法は最も確実で有機物その他の影響を考

える必要がありません.

(筆者は地質部･技術部地球化学課)
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